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  市民課
（☎23-7700  21-0479）

○転出・転入・転居などの手続き
○住民票・戸籍などの証明書発行、印鑑登録
○個人番号カードの交付　
※予約が必要。希望日の2日前（休日除く）までに市民

課に予約ください。 
〇広域証明書発行、旅券事務は取り扱いできません。

  国保年金課
（☎23-7701  23-7739）

○転出・転入・転居などに伴う国民健康保険、国民
年金に係る手続き

  生活環境課
（☎23-6733  23-7750）

○転入・転居などに伴う指定 ごみ袋制度に係る手続き 
○関市指定ごみ袋無料引換券の交換
※ごみ袋の減量報奨金の交付は、4月1日（金）からの

取り扱いになります。

  福祉政策課
（☎23-7735  23-7748）

○転出・転入・転居などに伴う福祉医療、障がい者
手帳及び自立支援受給者証に係る手続き

  高齢福祉課
（☎23-8993  23-7748）

○転出・転入・転居などに伴う介護保険、後期高齢
者医療に係る手続き 

  子ども家庭課
（☎23-8965  23-7748）

○転出・転入・転居などに伴う保育園、児童手当な
どに係る手続き

  水道課
（☎23-7707  23-7741）

  
下水道課

（☎23-7708  23-7741）

○転出・転入・転居などに伴う上下水道の休止・開
始の受付

※当日は受付のみで、水道の開栓及び休止の作業は
行いません。

※3月29 日（火）は午後8時30分まで料金納付相談も
行 います。

※日曜日の受付は1階国保年金課の窓口で行います。

◆対象窓口と取扱業務

※各地域事務所、西部支所では休日開庁、窓口時間延長ともに行いません。
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。
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３月６日（日）
午前9時～正午

市民課・国保年金課・
生活環境課に係る手続き

3月の
市役所休日
窓口開設

■照会先 市民課 
                   ☎23-7700
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燃やせないごみ袋

20㍑相当
小（10枚入）200円

30㍑相当
中（10枚入）300円

20㍑相当
小（5枚入）200円

45㍑相当
大（10枚入）500円

45㍑相当
大（5枚入）500円

このマークのあるお店で購入できます。⇒

広報せき 2016.03

　関市は豊かな環境を将来の世代に引き継ぐため、環境への負荷が少ない持続可能な「循環型都市」を目指してい
ます。そのための政策として「廃棄物の発生抑制」は重要な課題であり、ごみの減量とリサイクルの推進、ごみ処理
費用の負担の公平化、ごみ処理費用の確保を目的に、家庭ごみの有料化を実施します。市民の皆さんのご理解とご
協力をお願いいたします。

　燃やせるごみ袋は黄色に、燃やせないごみ袋は水色に変わり、ごみの量に適した大きさの袋を選べま
す。また、燃やせるごみ袋は従来より厚くなり、破れにくくなりました。

　家庭ごみ有料化の激変緩和策として、平成28年1月1日現在、関市に住民登録のある世帯を対象に、世
帯人数に応じて燃やせるごみ袋（大）と無料で交換できる引換券を郵送します。
　市内のスーパー、コンビニエンスストアなどの関市指定ごみ袋取扱店および市役所生活環境課、西部
支所、各地域事務所で交換できます。ただし、交換できる期間は平成28年3月14日から9月30日までです
のでご注意ください。
　なお、無料引換券は平成28年の1回限りの配付となります。

　これまでどおり、市内のスーパーやコンビニエンスストアなど、
関市指定ごみ袋取扱店で購入できます。取扱店は11ページに掲載
しています。また、市ホームページでもご確認いただけます。

ごみ袋はどのように変わるの？

新しいごみ袋の無料引換券が送られるって聞いたけど？

新しいごみ袋はどこで買えるの？

燃やせるごみ袋

平成28年4月1日から家庭ごみ有料化がスタートします
しつもん

家庭ごみ有料化の12の？にお答えします
生活 環 境 課　☎23― 6733照会先

1
しつもん

3
しつもん

2
しつもん

世帯人数 交換枚数 ごみ袋の種類

1人 40枚

燃やせるごみ袋

大（45㍑相当）

2～3人 50枚

4～5人 60枚

6人以上 70枚
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※旧ごみ袋

広報せき 2016.03

　旧ごみ袋につきましては、平成28年12月の最終収集日まで使用できます。
　また、ご家庭に残った未使用の旧ごみ袋は、平成28年10月3日(月)から平成29年3月31日(金)まで、
市役所生活環境課、西部支所、各地域事務所にて、1枚から購入価格で買い取ります。

　ごみの減量に努力された世帯に報奨金を交付します。使用しなかった「平成27年度指定袋購入券」を
生活環境課、西部支所、各地域事務所へお持ちください。
【報奨金交付期間】平成28年4月1日～4月28日（土、日、祝日を除く）午前8時30分～午後5時15分
【報奨金交付場所】市役所生活環境課、西部支所、各地域事務所 
　　　　　　　　　　　　※使用しなかった指定袋購入券と印鑑が必要です。
【報奨金交付金額】10枚券＝100円、6枚券＝60円

　燃やせるごみ袋（大）を週2回の収集日（平成28年度は年間102回）に1枚ずつ、燃やせないごみ袋
（大）を月1回の収集日（年間12回）に1枚ずつ出すと仮定すると、一世帯あたりの負担は、年間6,300円、
月額にすると525円になります。

今までのごみ袋（旧ごみ袋）の取り扱いは？

減量報奨金はどうなるの？

どのくらいの負担になるの？

4
しつもん

5
しつもん

6
しつもん

1枚×102回＝102枚

1枚× 12回＝ 12枚

燃やせるごみ袋

燃やせないごみ袋

102枚×大袋1枚 50円＝5,100円

5,100円＋1,200円＝年間6,300円

 12枚×大袋1枚100円＝1,200円

 6,300円÷12カ月＝月額  525円

【旧ごみ袋の使用期限】平成28年12月の最終収集日まで
【旧ごみ袋の買取期間】平成28年10月3日～平成29年3月31日（土、日、祝日を除く）
【旧ごみ袋の買取場所】市役所生活環境課、西部支所、各地域事務所
【旧ごみ袋の買取価格】燃やせるごみ袋：（大）1枚6円、（小）1枚5円　燃やせないごみ袋：（大）1枚10円
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　ごみ袋の代金収入は、ごみ処理にかかる費用の一部に充てさせていただきます。

　常時紙おむつ等が必要な方や生活保護（生活扶助）世帯の方に、下記のとおりごみ袋を交付する減免
制度がありますので、担当課へ申請してください。

　指定ごみ袋を使用しないで出されたごみや、分別できていないごみなど、ルールに違反したごみには、
注意を促すシールを貼って収集はしません。

　現在関市では、自治会各支部に“清潔なまちづくり推進指導委員”を委嘱し、地域のパトロールをお願い
しているほか、警察などの関係機関と連携を取っています。
　不法投棄への対策として、パトロールの強化、不法投棄の多い場所への監視カメラの設置、郵便局や
運送業者などと連携しての監視・情報収集を行います。

【常時紙おむつ等使用者】※関市に住民登録があることが必要です。

【生活保護（生活扶助）世帯】

ごみ袋の代金は何に使われるの？

減免の対象は？

指定ごみ袋を使わないで出すとどうなるの？

不法投棄が増えることはないの？

7
しつもん

8
しつもん

9
しつもん

10
しつもん

区　分 ごみ袋の種類 年間交付枚数 担当課 備　考

乳幼児
燃やせるごみ袋
中（30㍑相当） 最大50枚

生活環境課
（☎23-6733） ・2歳になる年度まで（最大3年間）

高齢者
燃やせるごみ袋
中（30㍑相当）

前期（4～9月）
　　最大30枚
後期（10月～3月）
　　最大30枚

高齢福祉課
（☎23-8127） ・申請月によって交付枚数が異なります。

障がい者
（紙おむつ・ストマの
助成対象の方など）

燃やせるごみ袋
中（30㍑相当） 最大60枚

福祉政策課
（☎23-7735） ・申請月によって交付枚数が異なります。

区　分 ごみ袋の種類 年間交付枚数 担当課 備　考

生活保護世帯
（生活扶助）

燃やせるごみ袋
大（45㍑相当）

世帯人数に応じて
最大70枚

福祉政策課
（☎23-7735） ・申請月によって交付枚数が異なります。
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※画像はいずれもイメージです。

※1　旧ごみ袋は、平成28年10月3日(月)から平成29年3月31日(金)まで、生活環境課または西部支所、各地域事務  
          所にて、1枚から購入価格で買い取ります。ただし、未使用のものに限ります。
　　  【旧ごみ袋の買取価格】燃 や せるごみ 袋：（大）1枚6円、（小）1枚5円
　　  　　　　　　　　　　  燃やせないごみ袋：（大）1枚10円

広報せき 2016.03

　家庭から出る燃やせるごみの約35～40％が生ごみと言われています。生ごみ
を出す量を減らせば、燃やせるごみの量を大幅に減らすことにもつながります。
さらに燃やせるごみの量が減れば、小さいサイズのごみ袋で足り、使うごみ袋の
枚数も減るため、家計負担が少なくなります。

　新ごみ袋の無料引換期間や、旧ごみ袋の取扱期間、平成27年度指定袋購入券の減量報奨金引換期間
も含め、今後のスケジュールは下図のようになります。

①買う時、調理する時の工夫・・・・・・・使うものだけ買う、食べられる野菜の皮はむかないなど
②生ごみをためる時の工夫・・・・・・・・水切りをする、水にぬらさない、乾燥させるなど
③生ごみを出す時の工夫・・・・・・・・・・生ごみ処理容器の使用など

　関市では、微生物の力を借りて生ごみをたい肥化する関市型ダンボールコンポスト
「newグリーンダンボくん」を販売しています。
　生ごみをたい肥化し有効利用することで、生ごみの減量につながります。

　関市では、家庭内での生ごみのリサイクルと、庭
木の剪

せんてい

定くずなどの有効利用を促進するため、生ご
みたい肥化装置およびガーデンシュレッダーの購入
費の一部を補助する制度があります。詳しくは生活
環境課へお問い合わせください。

ごみ袋を節約する方法は？

今後のスケジュールは？

11
しつもん

12
しつもん

ごみ袋に入れる生ごみを減らすコツ

生ごみをステーションに出さない方法

生ごみたい肥化装置等購入補助制度

4.1

4.1

4.28

4.28

9.30

9.30

12月末

12月末

H29.3.31

H29.3.31

購入・使用できます新ごみ袋

無料引換券

旧ごみ袋

平成27年度

指定袋購入券

減量報奨金交付

使用できます

10枚券は100円、6枚券は60円の

報奨金を交付します。

新ごみ袋と交換できます

買い取り　※1

使用できません

郵送

交付

H28.3.14

H28.3.14
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0
）

　ごみの減量に協力いただき、使用しなかった「27年度用指定袋購入券」（むらさき色）
に対して報奨金を交付しますので、購入券と印鑑を持参のうえ、次のとおり申請してくだ
さい。なお、同居の家族以外の方による申請の場合は、世帯主の委任状（任意様式）が
必要です。　
　交付期間を過ぎると、報奨金の交付はできませんのでご了承ください。
◆交 付期間　4月1日～28日の市役 所開庁時間（午前8時30 分～午後5時15分）
　　　　　　（土・日曜日、祝日は受け付けしていません）
◆交 付場所　生活環境課、西部支 所、各地 域事務所　
　　　　　　※購入券と印鑑をご持参ください
◆ 交 付金額　10枚券（可燃ごみ用）10 0円
　　　　　　  6枚券（不燃ごみ用） 60円

ごみ袋の値段

▷可燃ごみ袋(大)　  10枚500円　
▷可燃ごみ袋(中)　  10枚300円　
▷可燃ごみ袋(小)　  10枚200円
▷不燃ごみ袋(大)　    5枚500円
▷不燃ごみ袋(小)　    5枚200円

指
定
ご
み
袋
の
購
入
場
所

▲この表示のある店舗にて
　取り扱いをしています

使用しなかった
「27年度用指定袋購入券
（むらさき色）」について

　
ご
み
収
集
カ
レ
ン
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の
な
い
方
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、
生
活
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課
、西
部
支
所
、各
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。

　
平
成
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度
は
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5
月
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ら
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月
ま

で
、
可
燃
ご
み
の
収
集
を
祝
日
に
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し
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。
詳
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、
ご
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集
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ご

確
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く
だ
さ
い
。

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
入
手
場
所

祝
日
収
集
日
の
拡
大

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
の
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関市指定ごみ袋取扱店（地域別・50音順）／取扱店・所在地

関地域（90店舗）
イオン関店 倉知 デイリーヤマザキ関下有知店 水ノ輪

井上薬局 小瀬南２ 中津屋薬局 仲町

ウエルシア関緑ヶ丘店 緑ヶ丘１ ニュージョイス関森商店 新田

ウラタ薬局西本郷店 西本郷通６ ハイショップマルナカ 大平台

ウラタ薬局本店 鋳物師屋３ バロー関ひがし店 市平賀

カインズホーム関店 小屋名 バロー関緑ヶ丘店　 緑ヶ丘１

亀山商店 小屋名 ハローヘルス東新店 東新町６

木村屋商店 池尻 ピアゴ関店 片倉町

ゲンキー関稲口店 稲口 ファミリーマート円保通店 円保通１

ゲンキー関下有知店 下有知 ファミリーマート関神野店 神野

ゲンキー関東新店 東新町６ ファミリーマート関倉知店 倉知

ゲンキー広見店 広見 ファミリーマート関黒屋店 黒屋

五二堂 大門町３ ファミリーマート関東福野町店 東福野町１

ｺﾒﾘﾊｰﾄ゙ ｱﾝﾄ゙ ｸ ﾘ゙ ﾝー関市広見店 広見 ファミリーマート関広見インター店 広見

サークルＫ関小屋名店 小屋名 ファミリーマート関平成通店 平成通１

サークルＫ関くらち店 倉知 ふうせん薬局関店 平成通１

サークルＫ関桜ヶ丘店 明生町２ ふうせん薬局田原店 西田原

サークルＫ関桜町店 東貸上 藤田雑貨商行 上利町

サークルＫ関千疋店 千疋 ベイシア関店 小屋名

サークルＫ関市東新町店 東新町４ ヘルスバンク小瀬店 十三塚北

サークルＫ関市西田原店 西田原 ホームセンターバロー関緑ヶ丘店 緑ヶ丘１

サークルＫ関下有知店 下有知 三星ホームセンター 旭ヶ丘３

サークルＫ関白金店 上白金 三ッ丸食料品店 旭ヶ丘３

サークルＫ関迫間店 迫間 ミニストップ関稲口店 稲口

サークルＫ関ひだせ店 肥田瀬 ミニストップ関下有知店 下有知

サークルＫ関広見インター東店 池尻 ミニストップ関千疋店 千疋

サークルＫ関祭場店 倉知 ミニストップ関東田原店 東田原

サークルＫ西本郷通五丁目店 西本郷通５ みのや金物店 相生町

酒向勝一商店 西本郷通７ めぐみの農協鮎之瀬支店 小瀬

サンダヤ 小瀬 めぐみの農協倉知支店 倉知

スギ薬局関店 倉知 めぐみの農協下有知支店 下有知

スーパーセンターオークワ関店 鋳物師屋 めぐみの農協せき金竜支店 上白金

セブンイレブン関市市平賀店 市平賀 めぐみの農協関口出張所 関口町２

セブンイレブン関市鋳物師屋店 鋳物師屋２ めぐみの農協関支店 若草通１

セブンイレブン関市上白金店 上白金 めぐみの農協田原支店 西田原

セブンイレブン関市山王通店 山王通２ めぐみの農協富岡支店 肥田瀬

セブンイレブン関市下有知店 下有知 めぐみの農協富野支店 西神野

セブンイレブン関市東新町店 東新町１ 山憲商店関店 千年町１

セブンイレブン関市平和通８丁目店 平和通８ ローソン関小瀬店 小瀬

大善商店 本町１ ローソン関小瀬南店 小瀬

タルヤ雑貨店 本町６ ローソン関山王通店 山王通１

中部薬品関寿店 寿町２ ローソン関平和通店 平和通２

中部薬品関ひがし店 市平賀 ローソン関山田店 山田

中部薬品関緑ヶ丘店 緑ヶ丘２ ローソン長良川鉄道関口駅店 関口町１

中部薬品中濃厚生病院前薬局 西本郷 ＹＳＰたるつな 本町８

洞戸地域（2店舗）

ニュージョイスかめやま 通元寺

めぐみの農協洞戸支店 市場

板取地域（2店舗）

めぐみの農協板取支店 上ヶ瀬

良平商店 野口

武芸川地域（8店舗）

サークルＫ武芸川店 高野

橋本屋薬局 宇多院

バロー武芸川店 高野

藤本商店 宇多院

㋝舟戸商店 谷口

ヘルスバンク武芸川店 高野

めぐみの農協武芸川支店 小知野

餅又 八幡

武儀地域（8店舗）

コメリハードアンドグリーン武儀店 下之保

サークルＫ武儀下之保店 下之保

中部薬品武儀店 下之保

西部商店 富之保

マツオカ武儀店 下之保

めぐみの農協

関農業サポートセンター津保川営業所
中之保

山村電器 下之保

Ｙショップ下之保店 下之保

上之保地域（5店舗）

小森商店 明ヶ島

㊥スーパー 鳥屋市

マルヘイ 川合

めぐみの農協上之保支店 川合

森下屋 宮脇

（H28.2.5現在）
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「
第
35
回
関
市
私
の
主
張
大
会
」
を
、
２
月
2
日
、
市

役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
内
の
中
学
2
年
生

が
、
学
校
生
活
や
日
常
の
体
験
を
も
と
に
自
分
の
考
え
方

や
生
き
方
、
将
来
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
発
表
す

る
も
の
で
す
。

　

発
表
後
、
同
大
会
の
生
徒
運
営
委
員
長
を
務
め
た
武
儀

中
学
校
の
可
児
真
優
さ
ん
か
ら
、
「
本
当
に
仲
の
よ
い
仲

間
づ
く
り
と
『
い
じ
め
０
』
を
め
ざ
し
、
自
分
た
ち
の
学

校
を
明
る
い
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
い
こ
う
」
と
い
う

提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
各
発
表
者
の
主
張
の

要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
・
発
表
順
）

◆
照
会
先
　
学
校
教
育
課
　
☎
23
―
8
1
2
6

第
35
回

　

友
達
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
き
っ
か

け
に
、
以
前
の
自
分
は
自
己
中
心

的
な
考
え
方
で
、
周
り
を
傷
つ
け

て
い
た
こ
と
に
気
付
き
、
落
ち
込

み
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
自
分
を
周
り
の
人
達
が

支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
相
手
の
気
持
ち
を
考

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
一
人
一
人
が
支
え
合
う
仲
間
な
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
自
覚
し
て
、
謙
虚
に
生
き
て
い
き
ま
す
。

謙
虚
に
生
き
る

富
野
中
学
校
　
花は

な

村む
ら

　
優ゆ

う

太た

　

み
な
さ
ん
は
、
人
を
大
切
に
す

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

僕
は
、
十
月
に
行
わ
れ
た
職
場

体
験
で
介
護
施
設
に
行
き
ま
し
た
。
認
知
症
の
方
、
耳
の

不
自
由
な
方
と
接
す
る
と
い
う
体
験
を
通
し
て
、
相
手
の

立
場
や
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
に
、
改
め
て
気

付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
僕
が
、
相
手
に
寄
り
添
う
よ
う
な
反
応
で
、

仲
間
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

応
え
る
と
い
う
こ
と

緑
ヶ
丘
中
学
校
　
西に

し

村む
ら

　
優ゆ

う

一い
ち

　

小
さ
い
頃
、
大
病
に
か
か
り
難

聴
に
な
り
ま
し
た
。
障
が
い
者
を

「
か
わ
い
そ
う
」
だ
と
思
っ
て
い
る

人
も
い
る
け
れ
ど
、
私
は
自
分
の

障
が
い
で
困
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、
悲
し
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
、
自
分
の
障
が
い
を
個
性
だ
と
思
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
障
が
い
を
個
性
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
生
活
し

て
い
き
ま
す
。

障
が
い
は
個
性

旭
ヶ
丘
中
学
校
　
大お

お

見み

　
夏か

鈴り
ん

　

言
葉
に
は
、
人
を
傷
つ
け
る
言

葉
と
救
う
言
葉
の
二
種
類
が
あ
り

ま
す
。
私
は
、
言
葉
に
よ
る
い
じ

め
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
ま
わ
り
の
仲
間
や
先
生
の
優
し
い
言
葉
に
救

わ
れ
ま
し
た
。
辛
い
部
活
動
の
練
習
も
、
仲
間
の
励
ま
し

で
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
も
人
を
救
う
言

葉
を
多
く
使
う
よ
う
に
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

人
を
傷
つ
け
る
言
葉
、
救
う
言
葉

下
有
知
中
学
校
　
亀か

め

井い

　
藍あ

い

子こ

　

中
学
に
入
学
し
、
洞
戸
中
と
合

同
で
練
習
す
る
テ
ニ
ス
部
に
入
っ

た
時
、
僕
は
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
洞
戸
中
の

子
が
声
を
か
け
て
く
れ
て
、
新
し
い
仲
間
を
作
る
こ
と
の

喜
び
や
良
さ
を
知
り
ま
し
た
。
小
学
校
の
頃
は
、
板
取
中

学
校
を
今
の
六
人
で
卒
業
す
る
こ
と
が
僕
の
小
さ
な
夢

で
し
た
が
、
今
で
は
、
新
し
い
仲
間
と
板
取
川
中
を
笑
顔

で
卒
業
す
る
こ
と
が
、
僕
の
新
し
い
夢
で
す
。

僕
の
小
さ
な
夢

板
取
中
学
校
　
伊い

藤と
う

　
唯ゆ

い

広報せき 2016.03
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私
が
通
う
上
之
保
中
学
校
は
、

三
月
に
閉
校
を
迎
え
ま
す
。
私
は
、

最
後
の
一
年
と
な
る
年
に
、「
地
域

へ
の
感
謝
」
を
伝
え
よ
う
と
、
積

極
的
に
地
域
の
方
々
と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

上
之
保
に
中
学
校
が
な
く
な
っ
て
も
、
地
域
の
行
事

に
参
加
し
た
り
、
地
域
の
方
と
話
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

私
を
育
て
て
く
れ
て
守
っ
て
く
れ
た
上
之
保
と
ず
っ
と

つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
感
謝

上
之
保
中
学
校
　
加か

藤と
う

　
雅

み
や
び

　

私
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
、よ
く
「
あ
り
が
と
う
。」

と
い
う
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
ま
す
。

　

私
は
、
警
察
の
方
と
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

「
あ
り
が
と
う
。」
を
通
し
て
、
誰
か
の
た
め
に
行
動
す
る

こ
と
は
、
自
分
の
心
も
豊
か
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

心
を
繋
ぐ
『
あ
り
が
と
う
。』

小
金
田
中
学
校
　
武た

け

内う
ち

　
亜あ

美み

　
「
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
ま
ず
挑

戦
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
。」
僕
は

体
操
の
練
習
中
に
技
を
失
敗
し
け

が
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

練
習
が
怖
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
時
、
こ
の
言
葉
を

か
け
ら
れ
、
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経

験
か
ら
、
苦
手
な
こ
と
か
ら
逃
げ
ず
に
取
り
組
む
こ
と
、

失
敗
し
た
こ
と
に
も
う
一
度
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
、「
挑

戦
」
だ
と
気
づ
き
、
今
も
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

挑
　
戦

洞
戸
中
学
校
　
太お

お

田た

　
流る

丘く

　

職
場
体
験
で
お
世
話
に
な
っ
た

飲
食
店
で
、た
く
さ
ん
の
方
に
「
頑

張
れ
。」
と
声
を
か
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
初
め
は
、
そ
の
意
味
が

あ
ま
り
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
私
を
気
遣
っ

て
励
ま
し
て
下
さ
る
優
し
さ
に
気
づ
い
て
か
ら
、「
頑
張

れ
。」
に
こ
め
ら
れ
た
２
つ
の
意
味
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
度
は
、
私
が
誰
か
を
元
気
に
で
き
る
「
頑

張
れ
。」
を
言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

「
頑
張
れ
。」に
こ
め
ら
れ
た
想
い

武
儀
中
学
校
　
石い

し

原は
ら

　
夢ゆ

め

み

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
料
理
を
す
る
こ

と
が
好
き
で
、
将
来
は
管
理
栄
養

士
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
祖
父
の
入
院
生
活
、
学

校
で
の
介
護
福
祉
の
学
習
か
ら
、
食
に
関
す
る
知
識
や
技

能
を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
他
者
の
気
持
ち
が
わ
か

る
温
か
い
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
人
を
幸
せ
に
で
き
る
管
理
栄
養
士
に
な
る
た

め
に
、
今
の
自
分
を
も
っ
と
変
え
て
い
き
た
い
で
す
。

人
を
喜
ば
せ
る
温
か
い
食

武
芸
川
中
学
校
　
平ひ

ら

田た

　
奈な

な々

　

私
が
六
年
生
の
時
に
、
母
が
脳

出
血
で
倒
れ
ま
し
た
。
手
足
が
不

自
由
に
な
り
、
言
葉
さ
え
も
う
ま

く
話
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
家
族
の
た
め
に
、
何
事
も
あ
き
ら
め
ず

自
分
で
し
よ
う
と
す
る
母
の
姿
か
ら
「
人
の
役
に
立
つ
職

業
に
つ
き
た
い
。
何
事
も
、
あ
き
ら
め
な
い
で
頑
張
り
た

い
。」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
、
将
来
は
保
育
士
に
な
る

と
い
う
夢
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

身
近
な
障
が
い

　
～
母
か
ら
学
ん
だ
こ
と
～

桜
ヶ
丘
中
学
校
　
山や

ま

本も
と

　
月つ

き

菜な

広報せき 2016.03
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